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✿地域福祉に関して 

地域福祉とは、高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉など、分野ごとの制度的支

援にとどまらず、地域に暮らす住民や地域で活動する団体・事業者、行政が一体と

なって、地域社会の生活課題を共有し、その解決に取り組むことをめざすものです。 

具体的には、支援を必要とする人やその家族が、住み慣れた地域で自立した生活

を続けられるよう、公的サービスの提供に加えて、地域住民によるふれあいや見守

り、助け合い、健康づくりなどの支え合いの取組を推進していくことをいいます。 

このような「地域での支え合い」をはじめ、住民と行政が協働して地域福祉の推進

を図るための方向性を定めたものが、地域福祉計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

✿地域福祉計画の基本理念 

「健康で共に支え合う住みよいまちづくり」を基本理念とし、住民一人ひとりが役

割と生きがいを持ちながら、ともに安全・安心で心豊かに暮らしていける地域づく

りを目指していきます。 
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住民一人ひとり 

や家族に期待さ 

れる役割です。 

ご近所のほか、自治区、社会福祉協議会、民生委

員・児童委員、福祉相談員、福祉サービス事業

所、各関係団体、企業・事業所、ボランティア等

地域の団体組織等に期待される役割です。 

法や制度に基づ

いて実施する行

政の役割です。 

 

「共助・互助」とは 「公助」とは 「自助」とは 

これまでは主に… 

 

ボランティア 民生委員 

支援を必要とする人 支援を必要とする人 支援を必要とする人 

住民自身の力 

事業所の力 ご近所の力 

地域活動団体の力 

ボランティアの力 

そこに・・ 

協力して力を 
さらにプラス！ 

 

 
 

住民一人ひとり 

地域 
行 政 

これからは住民・地域・行政等が対等に協力する時代へ 

行政サービスによる支援 

概要版 
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✿地域福祉の施策の展開  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住民のみなさんは次のようなことに

取り組んでみましょう！！ 

住民のみなさんは次のようなことに

取り組んでみましょう！！ 

〇困りごとや不安を抱え込まず、身近な相談先や相談窓口を積極

的に活用しましょう。 

○福祉の制度やサービス等に関心を持ち、情報の入手と正しい理

解に努めましょう。 

〇虐待と思われる事象を見たり聞いたりしたら、警察や行政に通

報しましょう。 

❶サービスを利用しやすい環境づくり 

①相談支援体制の整備      ②情報提供体制の充実 

❷サービス向上の仕組みづくり 

①福祉サービスの充実      ②権利擁護体制の充実 

③生活困窮者への自立支援の充実 ④自殺対策を視野に入れた支援の充実 

 

基本目標１ 福祉サービスを利用しやすい仕組みづくり 

❶安心・安全を支える体制づくり 

①防犯体制・交通安全対策の推進  ②災害時や緊急時の支援体制の強化 

③誰もが暮らしやすい環境の整備 

基本目標２ 安心・安全な地域環境づくり 

○不審な人や車を見かけたり、不審な電話などの被害にあったら、

周りの人や警察、行政に連絡・相談しましょう。 

○災害時の緊急連絡先や避難場所等について、日頃から確認や準

備をしておきましょう 

〇段差や坂道などで困っている人がいたら、手助けをしましょう。 
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住民のみなさんは次のようなことに

取り組んでみましょう！！ 

住民のみなさんは次のようなことに

取り組んでみましょう！！ 

❶福祉意識向上の体制づくり 

①福祉意識の醸成 

❷誰もが参加できる地域づくり 

①民生委員・児童委員、ボランティア、福祉団体等の活動の促進 

 

基本目標４ 地域福祉の担い手づくり 

❶住民がつながる場所づくり 

①ふれあいの充実 

❷地域における連携の体制づくり 

①地域のネットワーク体制の充実 

基本目標３ ふれあいとつながりの場所づくり 

○積極的にあいさつや声かけをするなど、普段からコミュニケー

ションをとりましょう。 

○地域での行事やイベントに積極的に参加することで、地域のさ

まざまな世代の人との交流を持ちましょう。 

〇隣近所で声かけや助け合いを行いましょう。 

 

○助け合い・支え合いという地域福祉の意識を持ちましょう。 

○広報紙やパンフレットなどをきちんと読み、福祉に関する正し

い知識を得ましょう。 

○地域福祉を担う人材の一人として、自身のできる範囲で地域活

動に参加しましょう。 
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✿評価指標と目標 

第２期鶴田町地域福祉計画では、４つの基本目標において成果指標を設定し、施

策の推進を図ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✿計画の点検・評価・推進体制 

本計画に基づく各施策の推進にあたっ

ては、ＰＤＣＡサイクルに基づき、施策の

実施状況について定期的な点検および

評価を行い、その結果を踏まえて、必要

に応じて施策や取組内容の見直しを行い

ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価指標 現状値 目標値 

基本目標１ 福祉サービスを利用しやすい仕組みづくり 

 現在住んでいる地域への満足度 73.7% 80.0% 

 地域を担当している民生委員・児童委員の認知度 31.8% 50.0% 

基本目標２ 安心・安全な地域環境づくり 

 災害時要援護者避難支援制度の認知度 13.5% 50.0% 

 災害時の最寄りの避難場所を知っている割合 75.1% 80.0% 

基本目標３ ふれあいとつながりの場所づくり 

 地域の活動や行事へ参加している人の割合 34.6% 40.0% 

 ほっこりサロン・地区サロン参加延べ人数（年） 2,677 2,944 

基本目標４ 地域福祉の担い手づくり 

 福祉への関心を持っている人の割合 74.1% 80.0% 

 困っている世帯に対して手助けできると思う人の割合 68.4% 80.0% 

第２期鶴田町地域福祉計画〈概要版〉 

■発 行 年 月 令和８年３月 
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